
は
じ
め
に

『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
『
後
撰
和
歌
集
』
の
頃
ま
で
の

歌
約
四
五
〇
〇
首
（
重
出
歌
を
含
む
）
を
、
二
五
項
五
一
〇
余
題
に
分
類
し

て
収
め
た
類
題
和
歌
集
で
あ
り
、
作
歌
の
手
引
書
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

（
�
）る。
平
安
時
代
の
文
芸
世
界
か
ら
愛
好
珍
重
さ
れ
、『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物

語
』『
蜻
蛉
日
記
』『
枕
草
子
』
等
に
も
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
歌
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
広
く
引
用
さ
れ
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と

（
�
）

思
わ
れ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
は
、
約
四
五
〇
〇
首
中
、
諸
家
に
よ
っ

て
歌
数
に
異
同
は
あ
る
が
、
千
百
首
か
ら
千
二
百
首
ほ
ど
の
『
万
葉
集
』
の

歌
、
も
し
く
は
『
万
葉
集
』
の
歌
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
歌
を
見
る
こ
と
が

（
�
）

で
き
る
。

『
万
葉
集
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
も
含
め
後
に
ふ
れ
る
こ

と
に
す
る
が
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
は
『
万
葉
集
』
巻
二
の
一
二
五
番
歌

で
あ
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌
と
酷
似
す
る
も
の
の
作
者
を
異
に
す
る
歌
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
も
三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
異
伝

歌
・
伝
承
歌
で
あ
る
巻
六
の
一
〇
二
七
番
歌
が
存
在
す
る
。『
万
葉
集
』
に

お
け
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌
と
そ
れ
の
異
伝
歌
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
酷
似
す
る
歌
の
三
首
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

論
文
で
は
三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
伝
承
過
程
と
、
人
々
が
い
か
に
し
て
こ
れ
ら

の
歌
を
受
容
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、

『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万
葉
集
』
を
あ
わ
せ
用
い
て
研
究
す
る
こ
と
の
意

義
も
考
え
る
。

な
お
、
本
論
文
で
の
『
万
葉
集
』
の
本
文
及
び
題
詞
・
左
注
は
、
佐
竹
昭

広
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
小
島
憲
之
氏
共
著
『
補
訂
版

萬
葉
集
本
文
編
』

（
塙
書
房
・
一
九
九
八
年
補
訂
）、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文
は
『
新
編
国

歌
大
観
第
二
巻

私
撰
集
編

歌
集
』（
角
川
書
店
・
一
九
八
四
年
）
所
収

の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
拠
る
。

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

田

頭

正

浩
二
五



一
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万
葉
集
』

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
伝
承
を
考
え
る
前
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万

葉
集
』
と
の
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
古
今
和

歌
六
帖
』
は
、
約
四
五
〇
〇
首
中
、
千
百
首
か
ら
千
二
百
首
ほ
ど
の
『
万
葉

集
』
の
歌
、
も
し
く
は
『
万
葉
集
』
の
歌
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
歌
が
所
収

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
歌
の
約
四
分
の
一
が

『
万
葉
集
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
歌
で
あ
る
た
め
、
当
然
『
万
葉
集
』

（
�
）

と
の
関
わ
り
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
『
万
葉
集
』
の
歌
を
多
く
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
、

契
沖
が
は
や
く
こ
れ
を
い
い
、
山
本
明
清
の
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
は
そ

（
�
）

れ
を
一
層
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
石
塚
龍
麿
の
『
校
證
古
今
六
帖
』
が
万

葉
採
歌
の
考
証
に
詳
細
を
極
め
、
田
林
義
信
氏
に
よ
っ
て
そ
の
未
完
の
原
稿

（
�
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
井
卓
郎
氏
の
『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』
及
び

中
西
進
氏
の
『
古
今
六
帖
の
万
葉
歌
』
も
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万
葉

集
』
に
つ
い
て
詳
細
に
説
い
た
も
の
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
載
る
万
葉
歌
が
、
資
料
の
乏
し
い
古
点
乃
至
次
点

期
の
『
万
葉
集
』
の
読
み
方
の
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て

（
�
）

様
々
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
成
立
は
九
七
〇
年
代
か

（
�
）

ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
と
さ
れ
て
い
る
。
青
木
太
郎
氏
が
述
べ
る
よ
う
に

「
こ
れ
は
後
撰
集
の
編
纂
事
業
と
と
も
に
『
万
葉
集
』
の
訓
読
作
業
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、『
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
万
葉

（
�
）

歌
は
こ
の
古
訓
を
残
す
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。」

こ
と
が
所
以
で
あ
る
。
ま
た
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
収
録
さ
れ
る
『
万
葉

集
』
の
歌
、
も
し
く
は
『
万
葉
集
』
の
歌
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
歌
に
関
し

て
、
平
井
卓
郎
氏
が
「
総
じ
て
伝
承
性
に
富
み
、
ま
た
民
謡
的
性
質
の
歌
が

（
�
）

多
い
」
と
し
、
中
西
進
氏
も
『
万
葉
集
』
の
流
伝
、
後
世
の
受
容
と
い
う
面

か
ら
『
古
今
和
歌
六
帖
』
を
と
ら
え
論
じ
た
。
中
西
進
氏
は
『
古
今
六
帖
の

（
�
）

万
葉
歌
』
に
お
い
て
「
本
文
に
よ
っ
て
万
葉
歌
を
指
摘
し
た
研
究
は
田
林
義

信
氏
が
「
校
証
」
を
上
梓
し
た
も
の
が
唯
一
の
印
行
書
で
あ
る
。」
と
し

『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
中
よ
り
、
万
葉
歌
、
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
歌
を
抽

出
し
、
そ
れ
ら
の
歌
が
い
か
に
万
葉
歌
と
関
連
す
る
の
か
を
詳
細
に
検
討
し

た
。
平
井
卓
郎
・
中
西
進
両
氏
は
、
万
葉
歌
の
「
伝
承
」
と
い
う
側
面
か
ら

も
『
古
今
和
歌
六
帖
』
を
論
じ
た
。
続
い
て
、
河
野
頼
人
氏
も
「『
古
今
和

歌
六
帖
』
に
採
ら
れ
て
ゐ
る
『
万
葉
集
』
の
歌
若
し
く
は
『
万
葉
集
』
と
密

接
な
関
係
の
あ
る
歌
千
百
首
乃
至
二
百
首
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
か
ら
直

接
採
歌
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
の
あ
る
一
方
で
は
、
奈
良
朝
以
来
伝
承

さ
れ
て
来
た
歌
を
そ
の
供
給
源
と
す
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
ゐ
る

（
	
）

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
以
上
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万
葉
集
』
と
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
万
葉
歌
の
読

み
方
の
問
題
と
万
葉
歌
の
伝
承
の
問
題
と
が
大
き
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

二
六



二
、
三
方
沙
弥
万
葉
歌

本
論
文
に
お
い
て
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
と
『
万
葉
集
』
と
を
用
い
て
三

方
沙
弥
万
葉
歌
の
伝
承
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
、
こ
こ
で
は
三
方
沙
弥

万
葉
歌
の
『
万
葉
集
』
研
究
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。

ま
ず
、
三
方
沙
弥
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
で
あ
る
。
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉

（
�
）

考
』
に
「
傳
は
し
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
多
く
の
注
釈
書
で
は

伝
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
川
上
富
吉
氏
は
「
三
方
沙
弥
伝
考
│
還
俗
官
僚
の

文
学
的
伝
記
│
」
に
お
い
て
、
三
方
沙
弥
な
る
人
物
は
、「（
１
）
山
田
三
方

と
同
一
人
物
（
２
）
三
方
氏
の
沙
弥
と
い
う
名
の
人
物
（
３
）
三
方
氏
の
沙

弥
な
る
人
物
の
三
説
が
鼎
立
す
る
。」
と
諸
説
を
整
理
し
た
上
で
「
三
方
沙

弥
と
い
う
呼
称
は
、
山
田
史
三
方
の
致
仕
後
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

（
�
）

べ
き
で
あ
る
と
提
唱
し
た
い
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
持
統
紀
に
見
え
る
山

田
史
三
方
説
を
唱
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
、
川
上
富
吉
氏
の
説
は

あ
く
ま
で
も
推
測
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
可
能
性
は
あ
る
も

の
の
、
山
田
史
三
方
で
あ
る
と
完
全
に
断
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
判

断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
時
代
に
お
け
る
三
方
を
連
想
さ
せ
る
名
前
に

は
、
山
田
史
三
方
の
ほ
か
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
九
年
十
月
に
春
宮
少
属

御
方
大
野
や
、『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
正
月
に
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た

三
方
宿
禰
広
名
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
、
山
田
史
三
方
に
特
定
す
る
こ
と
に
は
疑

問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
寺
川
眞
知
夫
氏
は
、
巻
二
の
久
米
禅
師
の
相
聞
を

（
�
）

め
ぐ
る
論
考
で
、「
久
米
禅
師
の
「
禅
師
」
は
、
巻
二
で
は
氏
族
名
と
と
も

に
位
階
や
姓
名
を
記
す
の
に
、
こ
こ
で
は
直
・
朝
臣
な
ど
姓
を
つ
け
な
い
か

ら
、
僧
侶
の
称
と
み
て
よ
く
、
久
米
氏
出
身
と
す
る
禅
師
と
い
っ
て
よ

い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
じ
巻
二
に
記
さ
れ
る
三
方
沙
弥
を

考
え
る
こ
と
に
も
援
用
で
き
、
三
方
沙
弥
も
、
直
・
朝
臣
な
ど
の
姓
を
つ
け

な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
僧
侶
の
称
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ

て
三
方
を
氏
か
名
か
の
判
断
は
留
保
す
る
が
、「
三
方
沙
弥
」
と
は
「
三
方

と
い
う
名
の
沙
弥
（
仏
教
者
）
で
あ
る
」
と
私
は
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
ず
や
は
り
伝
未
詳
の
人
物
と
す
る
こ
と
が
穏
当
で

あ
る
。

次
に
三
方
沙
弥
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
考
え
る
。
三
方
沙
弥
の
万
葉
歌
は
、

園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
中
に
二
首
（
巻
二
・
一
二
三
番
歌
・
一
二
五
番

（
�
）歌）、
お
よ
び
そ
の
伝
承
さ
れ
た
歌
一
首
（
巻
六
・
一
〇
二
七
番
歌
）、
相
聞

一
首
（
巻
四
・
五
〇
八
番
歌
）、
人
麿
集
の
一
首
（
巻
十
・
二
三
一
五
番

歌
）、
久
米
広
縄
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
長
歌
と
反
歌
（
巻
十
九
・
四
二
二

七
番
歌
・
四
二
二
八
番
歌
）
の
長
歌
一
首
短
歌
六
首
が
あ
る
。
本
論
文
で

は
、
巻
二
の
一
二
三
番
歌
か
ら
一
二
五
番
歌
で
あ
る
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相

聞
と
、
一
二
五
番
歌
の
異
伝
歌
・
伝
承
歌
で
あ
る
巻
六
の
一
〇
二
七
番
歌
を

考
え
る
。

巻
二
の
一
二
三
番
歌
か
ら
一
二
五
番
歌
で
あ
る
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞

と
は
次
の
歌
群
で
あ
る
。

三
方
沙
弥
娶
園
臣
生
羽
之
女
未
経
幾
時
臥
病
作
歌
三
首

た

け

ば

ぬ

れ

た

か

ね

ば
な
が
き

い
も
が
か
み

こ
の
こ
ろ
み

ぬ

に

か
き
い
れ
つ

ら

多
氣
婆
奴
礼

多
香
根
者
長
寸

妹
之
髪

比
来
不
見
尓

掻
入
津
良

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

二
七



む

か
武
香

三
方
沙
弥

ひ
と
み
な
は

い
ま
は
な
が
し
と

た

け

と
い
へ
ど

き
み
が

み

し
か
み

み
だ
れ
た
り
と

も

人
皆
者

今
波
長
跡

多
計
登
雖
言

君
之
見
師
髪

乱
有
等
母

娘
子

た
ち
ば
な
の

か
げ
ふ
む
み
ち
の

や
ち
ま
た
に

も
の
を

そ
お
も
ふ

い
も
に
あ
は
ず
し
て

橘
之

蔭
履
路
乃

八
衢
尓

物
乎
曽
念

妹
尓
不
相
而

三
方
沙
弥

こ
れ
ら
の
歌
は
、
題
詞
に
よ
れ
ば
、「
三
方
沙
弥
が
園
臣
生
羽
の
娘
を
娶
っ

て
あ
ま
り
時
も
経
っ
て
い
な
い
の
に
、
病
に
臥
し
て
作
っ
た
歌
三
首
」
で
あ

る
。
園
臣
生
羽
之
女
も
伝
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
は
「
結
婚
後

間
も
な
く
三
方
沙
弥
が
病
床
に
臥
し
て
、
妻
で
あ
る
園
臣
生
羽
の
娘
の
も
と

に
通
え
な
く
な
り
、
そ
の
後
の
妻
の
様
子
を
気
掛
か
り
に
思
う
夫
の
歌
と
、

（
�
）

夫
へ
の
変
わ
ら
な
い
愛
を
誓
う
年
若
い
妻
の
歌
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

一
二
三
番
歌
は
、
三
方
沙
弥
の
園
臣
生
羽
の
娘
に
対
す
る
想
い
と
、
会
え
な

い
生
羽
の
娘
が
心
変
わ
り
を
し
て
い
な
い
か
と
い
う
不
安
と
が
、「
髪
」
を

通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
あ
り
、
一
二
四
番
歌
は
、
三
方
沙
弥
の
歌
に
対

し
、「
髪
」
を
介
し
て
、
生
羽
の
娘
の
三
方
沙
弥
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
想
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
あ
る
。
一
二
五
番
歌
は
、
独
詠
的
な
歌
で
あ
り
、
三

方
沙
弥
の
心
の
様
子
が
「
八
衢
」
に
喩
え
ら
れ
て
、
よ
り
具
体
的
に
伝
わ
っ

て
く
る
歌
で
あ
る
。「
橘
之

蔭
履
路
乃
」
は
、
次
の
「
八
衢
」
を
起
こ
す

（
�
）

序
詞
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
八
衢
」
の
チ
マ
タ
は
、
道
（
チ
）
の
分
か

れ
た
と
こ
ろ
（
マ
タ
）
の
意
で
あ
り
、「
八
衢
」
は
、
多
く
の
方
向
に
道
の

（
�
）

分
岐
す
る
と
こ
ろ
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
迷
う
状
態
を
表

（
�
）

す
喩
え
と
も
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
一
二
五
番
歌
の
異
伝
歌
・
伝
承
歌
が
、
次
に
あ
げ
る
巻
六
の
一

〇
二
七
番
歌
で
あ
る
。

（
秋
八
月
廿
日
宴
右
大
臣
橘
家
歌
四
首
）

た
ち
ば
な
の

も
と
に
み
ち
ふ
む

や
ち
ま
た
に

も
の
を

そ
お
も
ふ

ひ
と
に
し
ら
え
ず

橘

本
尓
道
履

八
衢
尓

物
乎
曽
念

人
尓
不
所
知

右
一
首
右
大
辨
高
橋
安
麻
呂
卿
語
云

故
豊
嶋
采
女
之
作
也

但
或

本
云

三
方
沙
弥
戀
妻
苑
臣
作
歌

然
則
豊
嶋
采
女
當
時
當
所
口
吟

此
歌
歟

歌
意
は
阿
蘇
瑞
枝
氏
の
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
に
よ
る
と
、「
天
平
十
年
八

月
二
十
日
に
右
大
臣
橘
諸
兄
の
宅
で
開
か
れ
た
宴
の
歌
。（
中
略
）
安
麻
呂

に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た
歌
は
、
巻
二
の
相
聞
の
部
に
載
る
三
方
沙
弥
の
歌

（
一
二
五
番
歌
）
と
少
し
違
い
の
あ
る
も
の
の
大
部
分
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

左
注
に
い
う
よ
う
に
、
豊
嶋
采
女
が
古
歌
を
一
部
改
め
て
、
宴
で
披
露
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
宴
席
で
は
、
出
席
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
歌
が
披
露
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
古
歌
や
他
の
人
物
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
が
披
露
さ
れ
る
こ

（
�
）

と
も
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
て
い
る
。」
も
の
で
あ
る
。
伊
藤

（
�
）

博
氏
は
、「
こ
の
「
或
本
」
は
巻
二
を
直
接
さ
す
の
で
は
あ
る
ま
い
」
と
し
、

『
万
葉
集
』
以
外
の
文
献
に
も
三
方
沙
弥
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

述
べ
て
い
る
。
土
橋
寛
氏
は
、「
橘
の
影
踏
む
道
」
そ
の
ま
ま
で
は
諸
兄
に

対
し
て
失
礼
な
た
め
「
橘
の
本
に
道
踏
む
」
と
改
め
、
結
句
も
そ
の
場
に
ふ

（
�
）

さ
わ
し
く
「
人
に
知
ら
え
ず
」
と
改
め
た
と
論
じ
て
お
り
、
伊
藤
博
氏
も

「
橘
家
の
宴
席
で
こ
の
歌
が
披
露
さ
れ
た
点
を
思
う
な
ら
ば
、
初
句
に
「
橘
」

の
語
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
橘
」

二
八



を
冒
頭
に
置
く
こ
の
古
歌
は
、
主
人
諸
兄
へ
の
敬
慕
を
込
め
て
持
ち
出
さ
れ

（
�
）

た
も
の
に
相
違
い
な
い
。」
と
指
摘
し
、「
橘
」
の
語
と
「
橘
諸
兄
」
と
の
関

連
性
を
論
じ
て
い
る
。
多
田
一
臣
氏
は
、「
た
だ
し
以
下
、
巻
六
編
者
の
別

（
�
）

資
料
に
よ
る
推
定
」
と
し
、
巻
六
の
編
者
論
に
も
繋
が
る
指
摘
を
し
て
い

る
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
は
、
真
下
厚
氏
が
こ
の
歌
に
対
し
「
歌
び
と
と
し

て
の
采
女
が
歌
に
ま
つ
わ
る
話
を
ふ
り
捨
て
て
新
た
な
歌
と
し
て
生
み
出
し

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
伝
承
か
ら
生
成
へ
」
と
い
う
、
声
の
歌
の
生
態

（
�
）

の
一
端
が
こ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
歌
わ
れ
記
さ
れ
、
更
に
は
或
本
に
も
記
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
伝
承
性
や
歌
の
「
生
成
」
の

一
端
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

三
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌

で
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌
は
ど
の
よ
う
な
か

た
ち
で
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
『
万
葉
集
』
一
二
三
番
歌
に
酷
似
す

る
歌
で
あ
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
帖
の
題
「
か
み
」
に
載
る
次
の
三
一

七
四
番
歌
が
あ
る
。

た
け
ば
ぬ
れ
た
か
ね
ば
な
が
し
い
も
が
か
み
こ
の
ご
ろ
み
ぬ
に
か
ぎ
り

つ
ら
ん
か

こ
の
歌
が
「
恋
」
の
歌
と
し
て
で
は
な
く
「
髪
」
の
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
作
者
が
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
世
の
人
々
は
こ
の
歌
を

万
葉
び
と
た
ち
が
受
容
し
た
三
方
沙
弥
と
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
と
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
歌
独
自
の
持
つ
力
や
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
髪
」
に

重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
こ
の
歌
に
関
し
て
は
、

三
方
沙
弥
万
葉
歌
と
の
大
き
な
隔
た
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
『
万
葉
集
』
一
二
三
番
歌
は
、
三
方
沙
弥
の
園
臣
生
羽
の
娘
に
対
す

る
想
い
と
、
会
え
な
い
生
羽
の
娘
が
心
変
わ
り
を
し
て
い
な
い
か
と
い
う
不

安
と
が
、「
髪
」
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
歌
で
あ
り
、
三
方
沙
弥
万
葉
歌

の
時
点
に
お
い
て
も
「
髪
」
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を
し
て
お
り
、「
か
み
」

の
題
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
一
方
、
一
二
五
番
歌
・
一
〇
二

七
番
歌
に
酷
似
す
る
歌
で
あ
る
と
し
て
収
録
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
歌

は
こ
の
よ
う
に
容
易
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
歌
と
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
の
題
「
た
ち
ば
な
」
に
載
る

次
の
四
二
五
八
番
歌
で
あ
る
。

た
か
は
し
の
や
す
丸

た
ち
ば
な
の
も
と
に
か
げ
ふ
む
や
と
ま
た
に
物
を
ぞ
お
も
ふ
人
に
し
ら

れ
ず

こ
の
歌
と
先
の
三
方
沙
弥
万
葉
歌
と
を
見
比
べ
る
と
、
非
常
に
よ
く
似
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
『
万
葉
集
』
一
二
五
番
歌
や

一
〇
二
七
番
歌
と
は
完
全
に
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
作
者
が
「
た
か

は
し
の
や
す
丸
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
「
た
ち
ば
な
」
の
題
に
載
っ
て
い

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

二
九



る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

続
い
て
、
こ
の
歌
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
を
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
�
）

ま
ず
は
天
保
二
年
、
山
本
清
明
の
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
の
頭
注
に
は
、

此
名
誤
れ
り
。
今
按
ず
る
に
、『
万
葉
』
六
（
一
〇
二
七
）
に
、

橘
本
尓
道
履
八
衢
尓
物
乎
曽
念
人
尓
不
所
知

右
一
首
右
大
弁
高
橋
安
麿
卿
語
云
、
故
豊
嶋
采
女
之
作
也

と
み
ゆ
。
此
う
た
よ
く
三
方
沙
弥
か
歌
に
似
た
り
。
か
つ
左
注
に
安
麿

と
あ
る
を
よ
み
あ
や
ま
り
て
、
こ
ゝ
に
「
安
麿
」
と
は
書
る
な
る
べ

し
。

と
あ
り
、
早
く
天
保
の
時
代
か
ら
、
作
者
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
に
関
し

て
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
万
葉
集
』
巻
六
の
一

〇
二
七
番
歌
を
引
き
、
高
橋
安
麿
と
い
う
名
が
左
注
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
よ
み
誤
っ
た
た
め
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
と
書
い
た
と
も
指
摘
し
て

（
�
）

い
る
。
ま
た
石
塚
龍
麿
稿
・
田
林
義
信
氏
編
の
『
校
證
古
今
歌
六
帖
』
に

は
、

○
萬
葉
二

十
六
丁
（
一
二
五
）
三
方
沙
彌
娶
園
臣
生
羽
之
女
未
経
幾

時
臥
病
作
哥
橘
之
蔭
履
路
乃
八
衢
爾
物
乎
曾
念
妹
爾
不
相
而

玉
集
戀

一
題
不
知
三
方
沙
彌
五
句
妹
に
あ
は
す
し
て

萬
葉
六

卅
七
丁
秋
八
月
二
十
日
宴
右
大
臣
橘
家
歌
云
々
橘
本
爾
道
履

八
衢
爾
物
乎
曾
念
人
爾
不
所
知

右
大
辨
高
橋
安
麿
卿
語
云
故
豊
島
采

女
之
作
也
但
或
本
云
三
方
沙
彌
戀
妻
苑
臣
作
歌
也
然
則
豊
島
采
女
當
時

當
所
口
吟
此
歌
歟

拾
遺
六
帖
云
こ
ゝ
に
安
丸
歌
と
す
る
は
誤
な
り

夫
木
七
橘
題
不
知
三
方
沙
彌
萬
葉
二
の
歌
に
同
じ

と
あ
る
。『
校
證
古
今
歌
六
帖
』
は
、『
万
葉
集
』
一
二
五
番
歌
と
一
〇
二
七

番
歌
両
歌
を
引
き
、
先
の
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
と
同
じ
く
作
者
名
の
誤

り
を
指
摘
し
て
い
る
。
平
井
卓
郎
氏
の
『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』
所
収

（
�
）

「
古
今
和
歌
六
帖
と
万
葉
集
」
に
は
、

高
橋
安
麻
呂
は
こ
の
歌
の
作
者
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
豊
島
采
女
の
作

と
い
ふ
が
或
本
に
三
方
沙
弥
の
作
と
あ
り
、
豊
島
采
女
が
三
方
沙
弥
の

歌
を
当
時
当
所
口
吟
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
当
時
当

所
、
口
吟
と
は
何
か
。
こ
の
歌
の
詞
書
を
見
る
と
、
右
大
臣
橘
家
の
宴

席
に
お
い
て
の
歌
な
の
で
あ
り
、
采
女
は
こ
の
歌
の
外
に
も
詠
ん
で
ゐ

る
。
宴
に
侍
し
た
采
女
が
、
恐
ら
く
三
方
沙
弥
の
歌
を
そ
の
宴
席
に
ふ

さ
は
し
く
（
或
ひ
は
歌
詞
の
一
部
を
改
め
て
）
口
吟
し
た
の
で
あ
ら
う
。
第
五

句
「
ひ
と
に
し
ら
れ
つ
つ
」（
類
）
と
も
「
│
し
れ
ね
ば
」（
古
）
と
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
に
伝
へ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
六
帖
は
そ
れ

ら
の
何
れ
で
も
な
い
。
巻
二
と
巻
六
の
歌
が
伝
誦
さ
れ
て
ゆ
く
途
中
に

お
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
混
交
し
て
出
来
上
つ
た
姿
を
伝
へ
た
の
が
六

帖
の
歌
で
は
な
か
ら
う
か
。

三
〇



（
�
）

と
あ
り
、
ま
た
同
所
収
「
作
者
名
の
問
題
」
に
は
、

万
葉
巻
二
（
一
二
五
）
三
方
沙
弥
の
「
橘
の
蔭
ふ
む
路
の
」
は
六
帖
（
第

六
、
四
二
三
三
「
た
ち
ば
な
」）
で
は
作
者
を
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
と
す

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
（
中
略
）
高
橋
安
麻
呂
の
作
で
は
な
い
が
、
万

葉
の
左
注
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
、
ま
た
こ
の
歌
が

万
葉
の
巻
二
と
巻
六
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
形
式
に
お
い
て
伝
誦
さ
れ
た

と
い
ふ
こ
と
が
い
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
伝
誦
の
途
中
に
お
い
て
二

つ
の
歌
が
混
同
し
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
作
者
も
い
つ
し
か
高
橋
安

麻
呂
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
名
も
、
そ
の

理
由
は
別
と
し
て
、
左
注
の
中
に
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
う
し

た
姿
を
伝
へ
た
の
が
六
帖
で
あ
る
。

と
あ
る
。
平
井
卓
郎
氏
も
作
者
名
の
問
題
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、『
古
今
和

歌
六
帖
』
四
二
五
八
番
歌
で
あ
る
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
の
歌
は
、『
万

葉
集
』
一
二
五
番
歌
と
一
〇
二
七
番
歌
が
伝
承
さ
れ
て
い
く
途
中
に
お
い
て

（
�
）

混
同
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
じ
く
「
作
者
名
の
問
題
」
と

し
て
平
井
卓
郎
氏
は
、

極
め
て
幼
稚
単
純
な
原
因
で
作
者
名
が
誤
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
推
測
さ

れ
る
も
の
。

と
分
類
し
て
い
る
。
先
に
も
み
た
よ
う
に
こ
の
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
と

い
う
作
者
名
は
、
誤
り
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
平
井
卓
郎
氏
は
更
に

強
く
「
極
め
て
幼
稚
単
純
な
原
因
」
で
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
者
名
の
問
題
に
関
し
て
は
後
に
も
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。
中
西
進

（
�
）

氏
は
『
古
今
六
帖
の
万
葉
歌
』
に
お
い
て
、

該
当
６
一
〇
二
七
豊
島
采
女
、
三
方
沙
弥

酷
似
２
一
二
五
三
方
沙

弥

と
注
す
る
。『
古
今
六
帖
の
万
葉
歌
』
の
凡
例
に
よ
る
と
「
該
当
」
と
は
、

『
万
葉
集
』
該
当
歌
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
万
葉
歌
と
判
定
さ
れ
る
も
と
の

『
万
葉
集
』
歌
で
あ
り
、
抽
出
し
た
古
今
六
帖
歌
と
は
ほ
ぼ
同
想
で
、
約
三

句
以
上
の
類
句
を
も
つ
『
万
葉
集
』
歌
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
「
酷
似
」
と

は
、『
万
葉
集
』
酷
似
歌
の
こ
と
で
、
古
今
六
帖
歌
ま
た
は
『
万
葉
集
』
該

当
歌
と
し
て
す
で
に
掲
げ
ら
れ
た
歌
と
ほ
ぼ
三
句
以
上
の
類
句
を
も
ち
、
か

つ
類
想
な
い
し
は
類
型
的
で
あ
る
『
万
葉
集
』
歌
。
つ
ま
り
、『
万
葉
集
』

該
当
歌
と
し
て
す
で
に
掲
げ
ら
れ
た
歌
に
比
し
て
は
接
近
の
度
合
が
低
い

が
、『
万
葉
集
』
類
似
歌
よ
り
も
緊
密
な
歌
で
あ
る
と
す
る
。『
古
今
六
帖
の

万
葉
歌
』
で
中
西
進
氏
は
、
巻
六
の
一
〇
二
七
番
歌
を
該
当
歌
と
し
、
巻
二

の
一
二
五
番
歌
を
酷
似
歌
と
し
て
い
る
。「
約
三
句
以
上
の
類
句
を
も
つ

『
万
葉
集
』
歌
」
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
一
〇
二
七
番
歌
も
一
二
五
番
歌

も
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
該
当
歌
と
し
て
の
条
件
で
あ

る
「
抽
出
し
た
古
今
六
帖
歌
と
は
ほ
ぼ
同
想
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
三
方
沙

弥
万
葉
歌
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は
、「
た
ち
ば
な
」
の
題
の
も
と
に
収

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

三
一



め
ら
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
一
二
五
番
歌
の
背
景
に
は
、
三
方
沙
弥
と
園

臣
生
羽
之
女
と
の
相
聞
が
あ
る
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
一
〇
二
七
番
歌
に

は
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
土
橋
寛
氏
が
、「
橘
の
影
踏
む
道
」
そ
の
ま
ま
で

は
諸
兄
に
失
礼
な
の
で
「
橘
の
本
に
道
踏
む
」
と
改
め
、
結
句
も
そ
の
場
に

ふ
さ
わ
し
く
「
人
に
知
ら
え
ず
」
と
改
め
た
と
論
じ
、
伊
藤
博
氏
も
「
橘
家

の
宴
席
で
こ
の
歌
が
披
露
さ
れ
た
点
を
思
う
な
ら
ば
、
初
句
に
「
橘
」
の
語

が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
橘
」
を
冒

頭
に
置
く
こ
の
古
歌
は
、
主
人
諸
兄
へ
の
敬
慕
を
込
め
て
持
ち
出
さ
れ
た
も

の
に
相
違
い
な
い
。」
と
指
摘
す
る
。
一
〇
二
七
番
歌
は
「
橘
」
の
語
が
読

み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、「
橘
」
諸
兄
で
の
宴
席
歌
で
あ
る
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
二
七
番
歌
は
三
方
沙
弥
と
園

臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
と
い
う
受
容
か
ら
離
れ
、「
橘
」
の
歌
と
い
う
受
容

が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
方
沙
弥
万

葉
歌
は
、
橘
諸
兄
の
宴
席
に
お
い
て
や
や
改
め
ら
れ
て
披
露
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、「
橘
」
の
歌
と
い
う
意
識
が
当
時
の
人
々
に
根
付
き
、『
古
今
和
歌
六

帖
』
に
お
い
て
「
た
ち
ば
な
」
の
題
と
し
て
収
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
私
も
『
万
葉
集
』
一
〇
二
七
番
歌
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
「
た
か
は

し
の
や
す
丸
」
歌
は
ほ
ぼ
同
想
の
歌
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」

歌
は
、
三
方
沙
弥
万
葉
歌
と
の
関
連
性
が
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
あ
わ
せ
て
、
作
者
名
を
「
誤
り
」
と
す
る
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
果
た

し
て
作
者
を
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
と
す
る
こ
と
を
単
純
な
誤
り
と
し
て

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
久
保
正
氏
は
、
作
者
名
の
問
題
に
関
し
て
「
六
帖

の
作
者
名
に
誤
脱
の
多
い
こ
と
は
定
評
の
通
り
で
あ
り
、
編
者
が
作
者
名
に

關
す
る
限
り
杜
撰
な
點
の
あ
つ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
こ
れ
を
悉
く
六
帖

編
者
の
過
誤
と
の
み
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
う
い
ふ
傳
承
が
あ
つ
て
、
そ

（
�
）

れ
に
従
つ
た
た
め
に
作
者
を
異
に
し
た
場
合
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
平
井
卓
郎
氏
は
先
の
『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』
に

お
い
て
「
総
じ
て
六
帖
の
編
者
は
伝
誦
歌
を
扱
ふ
場
合
そ
の
伝
誦
歌
詞
を
伝

（
�
）

へ
る
に
忠
実
で
あ
つ
た
と
思
ふ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
平
井
卓
郎
氏
は
歌
詞

の
み
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
作
者
名
に
つ
い
て
も
伝
承
に
お
い
て
の
作

者
名
を
忠
実
に
伝
え
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
大
久
保
正
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
名
の
異
同
を
『
古
今
和
歌

六
帖
』
編
者
の
過
誤
と
の
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
が
こ
こ
で
作
者
を
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
と
す

る
の
は
単
純
な
誤
り
で
は
な
く
、「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
が
詠
じ
た
歌
で

あ
る
と
い
う
伝
承
を
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
万
葉
集
』
一
〇
二
七
番
歌
の
左
注
を
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、

右
一
首
右
大
辨
高
橋
安
麻
呂
卿
語
云

故
豊
嶋
采
女
之
作
也

但
或
本

云

三
方
沙
弥
戀
妻
苑
臣
作
歌

然
則
豊
嶋
采
女
當
時
當
所
口
吟
此
歌

歟

と
あ
り
、
大
臣
橘
諸
兄
の
宅
で
開
か
れ
た
宴
で
高
橋
安
麻
呂
に
よ
っ
て
詠
じ

ら
れ
披
露
さ
れ
た
歌
な
の
で
あ
る
。
豊
嶋
采
女
や
三
方
沙
弥
の
伝
承
に
つ
い

て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、『
万
葉
集
』
一
二
五
番
歌
の
三
方
沙
弥
歌
か
ら

三
二



考
え
る
と
、
一
言
一
句
違
わ
ず
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
し
て
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
高
橋
安
麻
呂
は
橘
諸
兄
の
宴
の
場
に
相

応
し
い
歌
に
な
る
よ
う
に
伝
承
歌
を
若
干
改
作
し
て
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
時
点
で
三
方
沙
弥
と
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
の
世
界
と
は
別
の
世
界
が

作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
「
た
か
は
し
の

や
す
丸
」
歌
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
歌
を
誰
が
詠
じ
て
い
た
の
か
で
は
な

く
、
誰
が
そ
の
歌
を
詠
じ
て
い
た
の
か
に
重
き
を
置
き
、
歌
の
伝
承
と
と
も

に
そ
の
歌
を
詠
じ
た
者
を
も
含
め
て
伝
承
さ
れ
記
さ
れ
た
歌
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
万
葉
集
』
一
二
五
番
歌
で
あ
る
三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
伝
承
に
つ
い
て
、

そ
の
異
伝
歌
・
伝
承
歌
で
あ
る
『
万
葉
集
』
一
〇
二
七
番
歌
、
そ
し
て
『
古

今
和
歌
六
帖
』
四
二
五
八
番
歌
の
「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
歌
に
つ
い
て
ふ

れ
、
は
じ
め
は
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
三
方
沙

弥
万
葉
歌
が
、
橘
諸
兄
宅
で
の
宴
席
歌
と
な
り
、「
た
ち
ば
な
」
を
詠
ん
だ

代
表
的
な
歌
と
し
て
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
収
録
さ
れ
た
伝
承
過
程
を
考
え

た
。
人
々
の
歌
の
受
容
は
、
歌
い
語
ら
れ
て
い
く
伝
承
の
過
程
で
歌
の
詠
ま

れ
る
場
や
作
者
に
よ
っ
て
変
化
変
容
し
て
い
く
の
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
一

二
五
番
歌
に
お
い
て
上
二
句
で
あ
る
「
橘
之

蔭
履
路
乃
」
は
、
次
の
「
八

（
�
）

衢
」
を
起
こ
す
序
詞
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
で
は
、
三
方
沙
弥
の

恋
心
の
様
子
を
「
八
衢
」
に
喩
え
て
詠
ん
で
い
る
点
が
重
要
で
あ
り
、「
橘
」

は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
〇
二
七
番
歌
に
な
る
と
、
高
橋
安

麻
呂
が
「
橘
」
諸
兄
の
宴
の
場
に
相
応
し
い
歌
に
な
る
よ
う
に
改
作
し

「
橘
」
の
語
を
重
要
視
し
て
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
『
古
今
和
歌
六
帖
』
四
二

五
八
番
歌
に
お
い
て
も
「
橘
」
の
歌
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
「
た
か

は
し
の
や
す
丸
」
の
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
三
方
沙
弥
万
葉
歌
は

『
万
葉
集
』
巻
二
編
纂
時
に
お
い
て
は
、
園
臣
生
羽
の
女
と
の
相
聞
、
恋
物

語
と
し
て
人
々
に
受
容
さ
れ
て
お
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
編
纂
時
に
お
い

て
は
「
橘
」
の
歌
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
と
も

に
、「
た
か
は
し
の
や
す
丸
」
の
作
と
す
る
伝
承
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
』
に
橘
の
語
は
、
枕
詞
・
地
名
・
人
名
を
除
い
て
約
七
十

（
�
）

例
あ
る
。
そ
の
約
七
十
例
の
中
か
ら
三
方
沙
弥
の
伝
承
歌
が
、『
古
今
和
歌

六
帖
』「
た
ち
ば
な
」
題
の
十
首
中
の
一
首
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
、
後
世
の
人
々
が
「
橘
」
の
歌
と
し
て
広
く
受
容
し
て
い
た
こ
と
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
編
纂
者
は
、

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
万
葉
び
と
た
ち
の
歌
の
受
容
よ
り
も
編
纂
時
に
お
い

て
伝
承
さ
れ
て
い
た
そ
の
時
の
歌
の
受
容
を
重
視
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
万
葉
歌

の
伝
承
過
程
と
後
世
の
受
容
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
で
き
る
の
で

あ
る
。
万
葉
歌
研
究
に
お
い
て
『
古
今
和
歌
六
帖
』
を
あ
わ
せ
用
い
て
研
究

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
唱
え
結
び
と
す

る
。注（

１
）「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観

第
二
巻
』

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

三
三



角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、
八
六
七
頁

（
２
）
平
井
卓
郎
『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
、

五
頁

（
３
）
大
久
保
正
「
古
今
和
歌
六
帖
の
萬
葉
歌
に
つ
い
て
」（「
萬
葉
」
第

２３
号
、
一
九
五
七
年
四
月
、
萬
葉
學
會
）

（
４
）
具
廷
鎬
「
古
今
和
歌
六
帖
の
万
葉
歌
│
万
葉
集
か
ら
の
直
接
採
録

を
め
ぐ
っ
て
│
」（「
文
化
継
承
学
論
集
」
第
２
号
、
二
〇
〇
六
年
三

月
、
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

（
５
）
山
田
孝
雄
「
萬
葉
集
と
古
今
六
帖
」（「
萬
葉
」
第
３
号
、
一
九
五

二
年
四
月
、
萬
葉
學
會
）

（
６
）
注
（
３
）
と
同
じ
。

（
７
）
注
（
３
）
と
同
じ
。

（
８
）
後
藤
利
雄
「
古
今
和
歌
六
帖
の
編
者
と
成
立
年
代
に
就
い
て
」

（「
國
語
と
國
文
学
」
第
３０
巻
第
５
号
、
一
九
五
三
年
五
月
、
東
京
大

学
国
語
国
文
学
会
）

（
９
）
青
木
太
郎
「『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
万
葉
集
歌
に
つ
い
て
の

一
考
察
│
題
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」（
久
保
木
哲
夫
編
『
古
筆
と

和
歌
』、
二
〇
〇
八
年
、
笠
間
書
院
）

（
１０
）
平
井
卓
郎
「
古
今
六
帖
に
お
け
る
万
葉
歌
」（「
國
語
と
國
文
学
」

第
３５
巻
第
１２
号
、
一
九
五
八
年
十
二
月
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）

（
１１
）
中
西
進
『
古
今
六
帖
の
万
葉
歌
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
四
年
、

三
頁

（
１２
）
河
野
頼
人
「
万
葉
歌
の
伝
誦
│
古
今
和
歌
六
帖
に
み
ら
れ
る
そ
の

類
型
の
指
摘
を
め
ぐ
っ
て
│
」（「
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
７

号
、
一
九
七
一
年
十
二
月
、
北
九
州
大
学
文
学
部
）

（
１３
）
井
上
豊
編
『
賀
茂
真
淵
全
集

第
一
巻
』「
万
葉
考
」
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
七
七
年
、
一
一
四
頁

（
１４
）
川
上
富
吉
「
三
方
沙
弥
伝
考
│
還
俗
官
僚
の
文
学
的
伝
記
│
」

（「
上
代
文
學
」
第
３４
号
、
一
九
七
四
年
四
月
、
上
代
文
学
会
）

（
１５
）
寺
川
眞
知
夫
「
禅
師
の
恋
│
久
米
禅
師
の
相
聞
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（「
同
志
社
国
文
学
」
第
４８
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
同
志
社
大
学
国

文
学
会
）

（
１６
）
題
詞
か
ら
一
二
四
番
歌
も
三
方
沙
弥
作
の
歌
で
あ
る
と
い
う
解
釈

も
で
き
る
が
こ
こ
で
は
留
保
す
る
。

（
１７
）
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義

第
１
巻
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇

六
年
、
三
〇
五
頁

（
１８
）
佐
竹
昭
広
他
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

萬
葉
集
一
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
、
一
〇
四
頁

（
１９
）
稲
岡
耕
二
『
萬
葉
集
全
注

巻
第
二
』
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
、

一
二
五
頁

（
２０
）
稲
岡
耕
二
『
和
歌
文
学
大
系

萬
葉
集
一
』
明
治
書
院
、
一
九
九

七
年
、
八
七
頁

（
２１
）
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義

第
３
巻
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇

七
年
、
四
三
三
頁

（
２２
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注

三
』
集
英
社
、
一
九
九
六
年
、
四
六
七

三
四



頁

（
２３
）
土
橋
寛
『
万
葉
開
眼

上
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
八
年
、

三
〇
頁

（
２４
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注

三
』
集
英
社
、
一
九
九
六
年
、
四
六
三

頁

（
２５
）
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解

２
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
四

〇
九
頁

（
２６
）
真
下
厚
「
声
の
歌
と
『
万
葉
集
』」（「
文
学
・
語
学
」
第
１７３
号
、
二

〇
〇
二
年
七
月
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

（
２７
）
伊
藤
一
男
「『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
翻
刻
（
二
一
）」（「
北
海
道

教
育
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）」
第
５９
巻
第
１
号
、

二
〇
〇
八
年
八
月
、
北
海
道
教
育
大
学
）

（
２８
）
石
塚
龍
麿
稿
・
田
林
義
信
編
『
校
證
古
今
歌
六
帖
（
下
）』
石
塚
龍

麿
全
集
刊
行
會
、
一
九
五
五
年
、
四
〇
四
頁
・
四
〇
五
頁

（
２９
）
注
（
２
）
七
五
頁

（
３０
）
同
右
、
一
八
五
頁

（
３１
）
同
右
、
一
八
二
頁

（
３２
）
注
（
１１
）
一
三
五
頁

（
３３
）
注
（
３
）
と
同
じ
。

（
３４
）
注
（
２
）
六
九
頁

（
３５
）
注
（
１８
）
と
同
じ
。

（
３６
）
青
木
生
子
・
橋
本
達
雄
監
修
、
青
木
周
平
他
『
万
葉
こ
と
ば
事
典
』

大
和
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
九
頁

（
た
が
し
ら
・
ま
さ
ひ
ろ

京
都
府
立
聾
学
校
教
諭
）

三
方
沙
弥
万
葉
歌
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
伝
承
と
受
容

三
五




